
大正11年（1922）5月15日徳島県徳島市にて生まれる。

本名である瀬戸内晴美を筆名とし、『女子大生・曲愛玲』を執筆。

この作品で、昭和31年（1956）第3回新潮同人雑誌賞を受賞。

昭和38年（1963）『夏の終り』で第2回女流文学賞を受賞し、作家としての地位を築く。

以後、『かの子撩乱』『美は乱調にあり』など強烈な女たちの伝記的小説を多数執筆。

昭和48年（1973）中尊寺にて得度受戒、仏子号を寂聴とする。

昭和54年（1979）京都・嵯峨野に寂庵を建て、

昭和60年（1985）には在家のための道場を開く。

令和3年（2021）11月9日死去。享年99歳。
（『新訂 作家・小説家人名事典』より参考）




